電磁気学I定期試験問題

以下の問Iから問IVに答えよ。　問Iの解答は解答用紙の１枚目を用い、問IIの解答は解答用紙の２枚目を用い、問IIIの解答は解答用紙の３枚目を・・・用いること。　表（おもて）面に書ききれない場合は解答用紙の裏面を用いてもかまわない。　なお問題文中に特に断りのない限りは、真空中の場合であるとみなしてよい。

問I　

（１）　ベクトル解析の公式
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を証明せよ。（両辺を定義どおりに計算して、それらが等しくなっていることを示せ）

（２）　ガウスの定理を記せ（証明は不要）。

問II　　無限に長い太さの無視できる直線状導体に電荷密度  [C/m] で電荷を一様に分布させた場合、生じる静電場を求めよ。
問III　　誘電率がそれぞれε1とε2の物体が平面で接している。これらの物質の境界面における静電場の接続条件（境界面で静電場が満たしていなければならない条件式）を求め論じよ。
問IV　　次の（１）、（２）のいずれか１つを選び解答せよ。

（１）　座標原点に電気双極子モーメント
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が置かれてある。この空間の静電場を求めよ。簡単のため、電気双極子モーメントは +z 方向を向いているとしてよい。
（２） 半径aの導体球と半径bの導体球の中心を座標原点において、いわゆる同心球状コンデンサーを作製した（a<bとする）。このコンデンサーに一定の起電力V [Volt] の電池を接続した際に蓄えられる電気量の大きさはいくらか。なお半径aの導体球と半径bの導体球の間には誘電率εの誘電体がつめられているものとする。
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